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「なぜ数学を学ぶのか・教師が数学を教える意味を考える」 VOL．１ 

～ 数学の授業での teachingと coaching（生徒の主体性を引き出す取り組み） ～ 

 

１．これまでの数実研での取り組み 

 

 この研究会において、これまでに、「素数

から暗号へ」「ベイズ統計学を用いた数学 A

での条件付き確率の導入の工夫」について

発表をしたが、生徒が数学を学ぶことが日

常生活においてどう活かされているのかを

知ることで、「数学を学んで良かった」とい

う実感を生徒に持ってほしいという思いが

あった。 

 

２．「なぜ数学を学ぶのか？」について、様々

な角度から考えていきたい。 

 

 先生方は、生徒たちに「なぜ数学を学ぶの

か」と聞かれたら、どのように答えますか？ 

 また、生徒たちは、数学に何を期待してい

るでしょうか。 

 

３．なるべく日常生活に活きることを実感

させたい。 

  

 学んだ分野がどのように発展していくか

を教師が把握しておくこと。高校では、生徒

も把握しておくことが大切ではないかと思

います。 

 その上で、やはり、生徒たちが一番身近な

話題はお金に関することではないかと思い

ます。ローンの話、確率と保険の話をネタと

しながら、数学に苦手意識を持たずに必要

なときに、自分の頭でしっかり考えて決断

できる生徒に育ってほしいと思います。 

 

４．何のために数学教育はあるのか？ 

「生徒に数学を通して歴史を後生に伝える」 

「生徒が数学的にものごとをとらえること」 

「生徒が柔軟に未来を創造していくこと」 

 ざっくり話を進めますのでご了承下さい。 

歴史の話になりますが、「暦を作るため」

と「測量のため」がスタートです。その後、

ギリシャの時代に、ユークリッドの幾何学

により、証明の大切さが新たに数学を学ぶ

上での重要事項となったのです。真理を追

究することもこことつながると思います。 

証明の大切さに加えて、高校での学習内

容である「三角関数」「指数・対数」「微分積

分」と大航海時代での航海や、天動説と地動

説の議論など、宇宙についても研究をする

中で、数学は発展してきました。 

ざっくりと進めてきましたが、この数学

の歴史を若い世代に伝えていくことが、数

学教師としての一つの使命であると私は考

えております。 

また、現在の「数学Ⅰ」「数学 A」「数学

Ⅱ」「数学 B」「数学Ⅲ」で学ぶ分野を考える

と、歴史的に一番新しい内容はどの分野だ

と思いますか？ 

「数学 A」の集合だと思います。細かい

話でいくと、もしかしたら違うかもしれま

せんが、カントール(1845～1918)の集合論

が教科書の内容では新しいと思います。 

数学の学びを未来へつなげるためには、

この構造の考え方も生徒に伝えていくとよ

いと思います。 

 

 



遠山啓氏の言葉より 

「構造という概念が数学へ及ぼした第一

の影響は、数学の対象範囲が大きく広がっ

たことである。それまでは数や図形が対象

であったのが、命題や論理なども数学の対

象に入ってきた。そして、構造という概念

は、数学と諸科学との関係を多様で密接な

ものへと変化させた。著者は、数学が「構造

の科学」へと発展した結果であると表現し

ている。」 

数学が「構造の科学」へ発展したことによ

り、例えば、「化学」で人工的に新しい元素

を作り上げたり、結合させたり、「生物」で

遺伝子の配列などを調べたり、分析したり

することにもつながってきている。 

また、現在、コロナウイルスについての話

を聞かない日はないが、ウイルスの型につ

いてわかり、治療法を確立するのもこの構

造の科学による分析の方法が他の分野で生

かされた例である。 

 

５．数学の授業でのティーチングとコーチ

ングについて 

 

 数学教師の役目として、数学の発展の歴

史を伝えることは、教える（teaching）部分

ではあるが、この点についても、かつての数

学者たちがどのように証明をしていったか、

どのような背景があって各単元や分野が発

展したのかを考えさせながら教えることで、

数学の有用性をより実感できるのではない

かと思う。 

 また、今後の社会では、ビッグデータによ

るデータサイエンスや、プログラミングの

重要性などにより、数理科学が今以上に重

要視されてくるように思う。 それにより、

授業の中で、粘り強く考える姿勢を養うと

ともに、今ある条件を活用して問題を考え

ていく力も養うことが大切である。 

 授業の中で、教える（teach）内容を踏ま

えた上で、生徒がそのよう内容を学ぶ必要

性を理解した上で、数学の問題を通して、既

習の知識を活用して、応用問題を解くこと

で、VUCA の時代（「Volatility（激動）」

「Uncertainty（不確実性）」「Complexity

（複雑性）」「Ambiguity（不透明性）」）と言

われる現代社会を生き抜く力を養いたい。

生徒たちが主体的に数学の問題に取り組み、

生徒たちそれぞれが充実した時間とするた

めに、coaching の手法が役立つと思う。

coachingのスキルの中に「質問」があるが、

これは、授業の中では、「発問」に置き換え

られると思う。 

 授業としての「発問」を中心として、生徒

一人一人が深い学びに向かうよう、どのよ

うにすれば、『生徒の気づきを促せるか』に

ついて、自分でも研究をするが、他の先生方

の授業見学をする中で、引き出しを増やし

ていく必要があると思う。また、coachingで

重要なこととして「省察」があるが、これは

「振り返り」「リフレクション」である。「省

察」を通して、学びを定着させ、さらに何を

学びたいのか、また、今後の目標を考える時

間とすることができる。 

 このように、coaching的手法を通して授

業を行うことで、生徒一人一人が数学に対

して、授業の中で気づきがあり、主体的に取

り組むことができることが、将来、社会に出

た後にも、数学を活用して仕事上での問題

や社会問題と向き合うことにつながってほ

しいと思う。 

 そして、遠山啓著「数学入門（下）」の p.124

にあるが、『それまではまるで似てもつかな

いような事実を一つの原理で統一し、もと

よりはるかに簡単なものにしてしまう点に

数学の威力がひそんでいるのである。』とい

うことを生徒が実社会の中で経験すること

を期待したい。 

 

 

 

 



５．まとめ 

 今回、数学教師としての役割を 

「生徒に数学を通して歴史を後世に伝える」 

「生徒が数学的にものごとをとらえること」 

「生徒が柔軟に未来を創造していくこと」

という３点で話を進めましたが、純粋に数

学を発展させることも大切ですし、娯楽と

しての数学（江戸時代にもありました。お寺

に額が奉納されていたりするようです）も

あると思います。 

 また、引用[3]より、「欧米では、数学とは、 ”

すべての物事や考え方に関してそれを体系

的に捉える「論理学」” であるから、社会生

活を送る人間にとっては、無くてはならな

い最も重要な学問」とされているが、それだ

けでもないと、私は考えています。論理的に

考えることや、論理的に考えることで、人に

説明する力も養える。しかし、それだけで

は、数学の各分野を学ぶ理由を説明できま

せん。 

 そのため、繰り返しになりますが、「数学

を通して歴史を後世に伝える」、「その歴史

を活用して後世に活かし発展させていく」

という２点を大切にしながら、論理学の視

点、数学を発展させていく視点、問題を解く

ことを楽しむ視点や数式・数・図形などの美

しさを楽しむ視点を考慮して、幅広く生徒

たちが興味をもてるよう教材研究を進めて

いきたい。 

 今年度、数学科通信を作り、４月から２週

間に一回のペースで発行するつもりでした

が、第２号、第３号については、お蔵入りし

そうなので、参考までに、別紙として載せて

おきます。（第１号～３号、第１号（ニュー

トン版）） 

 

６．最後に、様々なネタを仕入れるために参

考となる資料や、サイトを紹介しておきま

す。今回、歴史については詳しく触れられま

せんでしたが、遠山啓氏の「数学入門

(上)(下)」にかなりまとまっています。 

 

【書籍】 

遠山啓 

「現代数学入門」「数学入門（上）（下）」「行

動する数楽者の思想と仕事」「コペルニクス

からニュートンまで」 数学史をわかりや

すく、また、数学の専門的な内容をわかりや

すい例でたくさん残してくれています。 

「かけがいのない、この自分」 

これは教員として、いろいろ考えさせられ

ました。 

 

竹内薫 

「数学×思考＝ざっくりと」これはジョー

ジ・ポリアの本を読む前に読みました。 

 

ジョージ・ポリア 

「いかにして問題を解くか」 

「自然科学における数学的思考」 

この中に出てくる、地球と月の距離を求め

る方法に感動しました。「月食」が昔から重

要だったことも知りました。 

 

芳沢光雄 

「いかにして問題を解くか 実践活用編」 

「新体系 高校数学（上）（下）」 

「本当に使える数学 基礎編」 

「本当に使える数学 レベルアップ編」 

 

【日常生活と数学に関するHP】 

①世界を彩る数学レシピ 

https://news.mynavi.jp/series/sugaku_rec

ipe/ 

➁数理女子 世界は数学であふれている 

http://www.suri-joshi.jp/world/ 

③日本数学検定協会 

情報誌「マスマスプラス」 

https://www.su-

gaku.net/business/magazine/math_math.

php 

https://news.mynavi.jp/series/sugaku_recipe/
https://news.mynavi.jp/series/sugaku_recipe/
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